別添様式１
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独りぼっちにさせない
札幌・札幌市立稲積小学校・６年
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　加害者・・・他人に危害や損害を加える人。
被害者・・・犯罪によって危険を受けた者。
犯罪・・・法律に違反して罪を犯す事。
私はこの作文を書く時に、まず色々な言葉を辞書で調べました。普段ニュースなどで耳にする事はあってもちゃんと向き合って考えた事はなかったからです。するといくつか、疑問が浮かんできました。
「犯罪を犯す人とそうじゃない人。」ここにはどんな違いがあるのだろう。もちろん、悪い事をしてはいけない、人を傷つけてはいけない、という事は子供の私にもわかります。では犯罪がなくならないのはなぜでしょうか。
私の祖父は二十年間、保護司の活動を続けています。初めてその話を聞いた時、「加害者と関わる事はこわくないの？」と祖父に質問しました。すると「こわくないよ。皆同じ人間だからね。」と祖父は言いました。その言葉を聞いた時、私はおどろきました。犯罪者のイメージは、私の中で、ただ「悪い人」でしかなかったからです。祖父はこれまで沢山の加害者達と接してきて気づいた事があるそうです。それは、親が無責任、家庭が崩壊している場合が多くを占めているそうです。つまり、初めから犯罪に手を染める人間はいない。育ってきた環境が大きく影響しているという事だ。
私には嬉しかった気持ちを共感してくれる友達、辛い時に話を聞いてくれる家族がいます。それらは今まで、当たり前にある、私の居場所です。でもそれは、決して当たり前ではないのだと感じました。普通では考えられないような環境の中で生活を送っている人もいます。そんな人達が孤独を感じ、誰にも相談できず、非行に走り犯罪を犯してしまったら？その人だけを責めて、罰をあたえる事が正解なのだろうか？もちろん被害にあった人達の傷ついた心や体のケア、サポートは絶対必要です。一生消えない出来事になると思います。しかし、それと同時に加害者の更生にも目を向け、それに寄りそう社会も必要なのだと思います。寄りそう事を忘れた社会はきっと、再犯を生み、また負の連鎖につながっていくのでしょう。
まだ六年生の私には大きな力はありませんが、小さな積み重ねを始める事は出来ます。地域の人達や学校の友達、顔を合わせる人とはしっかりあいさつをします。ちゃんと顔を見ます。目を見ます。「私はあなたを見ているよ。」「あなたも私を見てね。」という意思表示です。独りじゃないよ、というメッセージでもあります。
大好きな友達とケンカした翌朝は、いつも通い慣れている学校が遠く感じ、教室へ行く足が重くなります。そんな時、「おはよう！」って声をかけてもらえるだけで、気持ちが軽くなります。私の心は単純だなと思っていたけれど、きっと「自分は独りじゃない。」と感じたからだと気付きました。私も誰かにそんな手助けになるきっかけを作れたらなと思います。
例えばＳＮＳが発達した現在、悪い事だけではなく良い事もあります。安全性を確認する必要はありますが、誰かに話を聞いてほしい時、近くに助けを求める人がいない時など、人と人を繋ぐ場所になる事もできます。様々な事情で家でご飯を食べる事ができない子供達に食事を提供する「子ども食堂」、いじめのＳＯＳを受け付けてくれる電話の窓口、この様に色々な形で独りぼっちにさせない社会づくりがこれからもっと必要になってくるのだと思います。
犯罪はダメ、一度なくした信用を取り戻す事は簡単ではないです。でも、その過去ばかりに目を向けるのではなく、立ち直る未来へどうするべきかを考え、自分なりの意見を持ち、次の人へつないで行きたいです。
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